
（注1）表の各数値に内水面の値は含まれていない。 
（注2）表示単位未満四捨五入のため、合計が合わないことがある。
（注3）神奈川の数値は、国立研究開発法人水産研究・教育機構及び県水産技術センターの数値を除いてある
　　　ため、実際の年報の数値とは異なる。

項　　　　目 単位 神奈川 全国順位全　国

海 面 漁 業

海面養殖業

海面漁業・養殖業生産量

海面漁業・養殖業生産額

経営体

人

隻

ｔ

ｔ

ｔ

億円

億円

億円

1,005

1,848

1,779

26,434

25,610

824

146

142

3.7

79,067

151,701

132,201

3,735,239

2,823,400

911,839

14,347

9,136

5,211

27

28

27

27

20

30

26

17

31
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　本県は、面積でみれば全国43位ですが、海岸線の延長距離が約430kmと長く（全国27位）、黒潮の
影響を受けるため、東京・横浜という大都市に近接しながらも相模湾や東京湾は多種多様な魚介類に
恵まれています。
　三崎漁港を基地として世界の
海で主にまき網やはえ縄でかつ
おやまぐろを漁獲する遠洋漁業、
主に伊豆諸島周辺や四国沖など
の海域ではえ縄や釣りにより、
きんめだい、むつなどの底魚（そ
こうお）を漁獲する沖合漁業、
定置網、釣、まき網、刺網など、
様々な漁法で多種多様な魚介類
を漁獲する沿岸漁業、さらに、
わかめ、のりなどの海藻類を生
産する海面養殖業が行われてお
り、令和４年の海面漁業・養殖
業の生産量は26,434t、生産額は
146億円でした。

漁 業 経 営 体 数

漁 業 就 業 者 数

漁 船 隻 数

海 面 漁 業

海面養殖業

経営体数、就業者数及び漁船隻数は「平成30年漁業センサス」、他は「海面漁業生産統計調
査」、「漁業産出額」、水産課調べ

かながわ漁業の主要項目（令和4年）

■漁業労働力

漁業就業者数の推移 漁業経営体数の推移

15

20

25

10

昭和58年

63

平成5年

01,0002,0003,0004,0005,000 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
「平成30年漁業センサス」（注）就業者数の20年の年齢構成は、15～ 29歳、30～ 39歳に変更（以降、変更なし）。

（人） （経営体）

女性

4,678

4,211

3,365

2,950

2,421

2,496

2,273

2,071

1,901

1,745

1,618

1,358

1,243

1,157

60歳以上 40～59歳 25～39歳

動力船10t以上 定置・地びき網15～24歳

動力船1～10t未満 海面養殖

漁船非使用、無動力、
船外機付き及び動力船1t未満

301,848 1,00546.2％ 32.0％

9.8％

7.7％

34.1％ 42.5％
8.9％

10.7％

3.8％4.3％

　本県の漁業就業者や漁業経営体の数は、減少傾向が続いています。平成30年の漁業
就業者数は1,848人で、そのうち60歳以上が46.2％を占めています。

水産業のすがた
■漁業の概況

■漁業を支える人々

凡例

沿岸漁場 沖合漁場 遠洋漁場

「TUNA QUEEN WEB SITE」
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刺
等

東京湾で行われている主な漁業
小型機船底びき網漁業・まき網漁業・刺
網漁業・あなご筒漁業・たこつぼ漁業等

業
船びき網

相模湾で行われている漁業
定置網漁業・刺網漁業・しらす船びき網漁業・
さより船びき網漁業・まき網漁業等

■漁業を支える漁場、漁港及び漁船

湯河原町
真鶴町

二宮町
大磯町

茅ヶ崎市 藤沢市

三浦市

横須賀市

逗子市

葉山町

鎌倉市

江ノ島

観音崎

城ケ島

早川

酒匂川

金目川 相模川

小田原市

静岡県

大型定置網

（　）

※（　）の大型定置網は、令和６年７月現在操業されていない。

　様々な漁業が営まれてお
り、東京湾では、たちうお、あ
なご、かれいなど内湾性の魚介
類が、また相模湾では、あじ、
さば、いわしなどの回遊性の魚
類が主に漁獲されています。

　伊豆諸島周辺や四国沖な
どの海域を主漁場として、
きんめだい、むつなどを漁
獲しています。

　遠洋まぐろはえ縄は世界
の広い海域を、大中型まき
網はインド洋や太平洋を漁
場として、まぐろなどを漁
獲しています。

　まぐろの中で最高級品とされるくろまぐろは北半球の海域に、次いで高級品とされるみなみまぐろ
は南半球の温帯域に多く生息しています。また、めばち、きはだ、びんちょうは世界中の海に広く分
布しています。

■主なまぐろ漁場図

■漁場

沿岸漁業漁場図



無動力船0.6％

令和5年
2,480隻

（水産課調べ。令和5年12月末現在）
（注）淡水漁船以外は海水漁船

小田原漁港（第三種漁港）

三崎漁港（特定第三種漁港）
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　本県の令和５年の漁船登録隻数は
2,480隻です。また、登録漁船の86.8％
が沿岸漁業に従事する10ｔ未満の小型
漁船で占められています。

国際戦略港湾

0.7％
100ｔ以上

11.7％

10～100ｔ
未満

21.9％

3～10ｔ
未満

15.2％
1～3ｔ未満

49.1％
1ｔ未満

■漁港

■漁船登録隻数

登録漁船隻数の構成比

　県内には第一種漁港から特定第三種漁港まで大小26の漁港があり、漁船の係留や水揚の場
となっています。また、川崎港を除く６港湾にも、漁港同様の機能を備えた区域があり、漁
業活動に利用されています。

淡水漁船0.7％

■第一種漁港
　利用範囲が地元漁
業を主とするもの
■第二種漁港
　利用範囲が第一種
漁港よりも広く、第
三種漁港に属さない
もの
■第三種漁港
　利用範囲が全国的
なもの
■特定第三種漁港
　第三種漁港のうち
水産業の振興上特に
重要なもの

鎌倉

漁業の生産動向

（注）「その他」はのり類、貝類で生産量は非公表。なお、「その他」はのり類が主（水産課調べ）。
※貝類やイセエビ、海藻などをとる漁業で船の上から箱メガネ
　で海中をのぞき、鎌やフックのついた長い竿で漁獲します。

農林水産省「海面漁業生産統計調査」、「漁業産出額」、水産課調べ

海面漁業・養殖業の生産量構成比（令和4年）

みづき漁業※

まぐろの水揚風景（三浦市）

その他
42.2％

その他の釣
　 12.9％

その他の網
0.7％

その他の
はえ縄
86.4％

沖合漁業
441t

海面養殖業
824t11,764t

こんぶ
5.7％

わかめ
52.1％
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　令和４年の本県の海面漁業と海面養殖業の生産量は26,434ｔで、定置網などの沿岸漁業が44.5％、
まぐろはえ縄などの遠洋漁業が50.7％、きんめだいのはえ縄などの沖合漁業が1.7％、わかめやのり
の生産を主とする海面養殖業が3.1％を占めています。
　生産額では、146億円のうち、沿岸漁業が31.0％、遠洋漁業が63.8％、沖合漁業が2.6％、海面養
殖業が2.5％を占めています。

■海面漁業・養殖業の生産量、生産額の推移

遠洋漁業
13,405t

まぐろ
はえ縄
31.6％ まき網

68.4％

大型
定置網
65.1％

船びき網
3.0％

中小型
まき網
5.8％

その他
6.2％

小型
定置網
10.9％

その他の釣
2.1％

刺網
2.7％

小型底
びき網
4.3％ 沿岸漁業

■豊かな海の恵み

海面漁業・養殖業生産量の推移 海面漁業・養殖業生産額の推移

36.6％ 12.6％ 47.4％ 69.4％ 7.3％ 21.4％

沿岸 沖合 遠洋

94,284

養殖 3.3％

生
産
量

生
産
額

昭和60年

遠洋 沖合 沿岸

平成2年

7

12

17

農林水産省「漁業生産統計調査」、「漁業産出額」、水産課調べ

（億円）（t）

（注）　19年以降の沿岸、沖合、遠洋別生産量は未公表のため
　　　各業種の操業形態から推定して分類した。 （注）　19年以降の業態別生産額は未公表のため、魚種別生産額をもとに計算した推計値。

020,00040,00060,00080,000100,000 0 100 200 300 400 500

37.5％
10.1％

49.2％75,580
3.3％

55.0％
2.4％

36.2％
6.4％

25.3％ 53.0％17.8％68,442
3.9％

17.2％ 12.3％ 67.9％86,222
2.6％

39.2％ 47.1％55,293
3.5％

49.4％
4.4％
43.7％47,027

2.5％
44.6％

1.8％
50.8％36,194

2.8％
41.8％

1.5％
53.9％28,968

2.8％
45.8％

1.5％
49.1％23,748

3.7％
44.5％

1.7％
50.7％26,434

3.1％

460.71

養殖 1.9％

22

27

4

令和2年

3

321.64

62.5％
3.0％

26.9％
7.6％

286.52

58.8％
3.3％

26.9％
11.0％

232.84

52.9％
3.5％

36.3％
7.3％

161.00

52.2％
3.0％

40.0％
5.0％

150.00

64.0％
1.9％

32.1％
2.0％

189.45

62.0％
3.2％

32.6％
2.2％

134.87

63.9％
3.5％

30.4％
2.2％

124.57

63.8％
2.5％

31.0％
2.6％

145.86

10.2％



221712 27 令和2 　43
（年度）

昭和60 平成2 7

栽培漁業、資源管理型漁業

水産課調べ

【相模湾地区】 【三浦半島地区】

農林水産省「海面漁業生産統計調査」、水産課調べ

千尾（千個）

【東京湾地区】沿岸漁業魚種別生産量の推移
【県計】

相模湾
5,048t

（川崎市から横須賀市北下浦までの生産量）
（沿岸漁業のみの生産量）

（沿岸漁業のみの生産量）

（三浦市と横須賀市大楠までの生産量）
（沿岸漁業のみの生産量）（葉山町から湯河原町までの生産量）

（沿岸漁業のみの生産量）

（公財）県栽培漁業協会提供
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　令和４年の沿岸漁業魚種別生産量の第１位は、いわし類で4,469ｔ、次いでさば類1,673ｔ、ぶり類881ｔの順となっ
ています。地区別にみると、東京湾地区は、小型底びき網やまき網などによるこのしろ、たちうお、すずき類、三浦
半島地区は、まき網や定置網によるいわし類、さば類、ぶり類、相模湾地区では、定置網によるいわし類、さば類、
かつお類の生産量が多く、地区ごとに特色ある魚種構成となっています。

県計
11,764t

　

さば類
14.2%

ぶり類
5.7%

いわし類
36.7%

さば類
21.2%

いか類
0.8%

その他
17.5%

いわし類
38.0%

あじ類
5.4%

かつお類
5.0%

その他
29.8%

ぶり類
7.5%

三浦半島
5,327t

東京湾
1,390t

その他
25.5%

すずき類
5.1%

このしろ
35.5%

たちうお
22.5%

あじ類
1.8%
たい類
4.6%

あなご類
5.0%

いわし類
48.8%

さば類
11.2%

海藻類 3.0%

ぶり類
11.1%

かつお類 2.3％

その他
20.2%

あじ類 3.2%

かつお類
9.3％

あじ類
8.8%

　本県では、まだい、ひらめ、とらふぐ、あわび及びさざえな
どの人の手によって育てた稚魚等を放流する栽培漁業を進めて
います。その中でも、まだいは漁業者に加えて、広く遊漁者な
どからの協力金も得て積極的に事業を進めています。さらに、
栽培漁業にとどまらず、広く水産資源を持続的に有効利用する
ため、資源管理型漁業を推進し、漁業者による自主的な取組も
積極的に支援しています。

まだい稚魚、飼育作業（右はまだい稚魚：ふ化後100日前後、7～ 8cm）

種苗生産放流・配付実績

■つくり育てる漁業、守り育てる漁業

■主要魚種別構成

（年）昭和60 平成2 7 17 22 27 3 4令和212

その他
海藻類
ぶり類
かつお類

いわし類

（3,305）

（881）

さば類（1,673）

（203）

（593）

（4,469）
あじ類（640）

34,550

28,316

17,295

21,567 23,216

14,790
16,139

10,866
12,116 11,764

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（t）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2,526

1,850

2,827

2,159

2,412
2,345

2,059

さざえ
341

ひらめ
263
あわび
155

まだい
426

とらふぐ
16

その他

1,119

1,357

1,201

（水産課調べ）

内水面漁業・養殖業

内水面漁業生産量構成比（令和4年）

漁船クルージング

あゆの河川放流実績

小田原漁港「TOTOCO小田原」三崎漁港「うらり」交流広場
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　「海業」とは、水産業を核として、観光業や飲食業等と連携
して海・水産物・漁村などの地域資源を活用する事業のこと
です。県内においても、漁港における販売施設や飲食店の開
設や、漁船を利用したクルージング、漁業体験などの取組が
始まっています。
　県は、漁業者の所得向上と地域のにぎわいの創出を図るた
め、地元で獲れた魚の販売施設や飲食店を民間事業者が漁港
に開設できるように支援しました。

　相模川、酒匂川、芦ノ湖などでは、あ
ゆ釣やわかさぎ釣などが行われています。
これらの河川・湖沼では、漁業協同組合
などが毎年種苗を放流しています。
　また、あゆやにじますなどの養殖業も
行われています。

内水面漁業・養殖業生産量の推移

■川や湖で行われている淡水魚の採捕や養殖業

■「海業」の取組について

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

内水面漁業

1,460

1,690

1,324

養殖業14.1％

85.9％

農林水産省「内水面漁業生産統計調査」
昭和60 平成2 7 （年）

（注）平成18年から遊漁者の漁獲量が除かれた。

（t）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

13,803

12 17 27 令和222

不明
琵琶湖産
人工産
海産

3

18,105

4

16,931
18,395

26,29626,116
27,344

28,455
27,485

　 （年度）7昭和60 平成2

（水産課調べ）

（kg）

農林水産省「内水面漁業統計調査」

あゆ
95.1%

うぐい・
おいかわ
2.7%

その他
1.8%

相模川
98.2％

その他
1.8％

わかさぎ 0.4％

河川別
225t

魚種別
225t

4

262

719

1,232

12 22

410

27

471

令和217

384

3

281

24,897




